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第３報　冬季調査および夏冬比較

Ｏ名（第１報と同じ）

　目的Ｚ第１報に同じ。本報では第２報の高齢者・夏季における調査報告に続き、冬季に

おける高齢者の寒さへの対応に関する検討を行う。検討項目は第２報に準ずるものであり

夏季・冬季各々の調査結果に基づく夏冬の比較検討についてもあわせて報告する。

　方法:|第2報に同li 。

　結果:夏季に比較し、着衣・寝具の|状a.、住宅およ|ぴ住まい方対応|における|地|域差か顕

著である。着衣では東北・北陸において男女ともに下着の重ね着枚数が多くなる傾向か認

められ、寝具でも同様に敷布団の重ねおよび電気毛布｡の使用率の高さか際立つ。しかし北

海道の場合には着衣・寝具ともに関東以西と変わらないことにより暖房条件の整備か着衣

・寝具の状況に大きく影響する事実か認められた。住宅・住み方対応では「断熱材使用」

が北海道６割、東北３割と他地域に比べ圧倒的に多く、夏季における防s-手段としてより

むしろ防寒手段としての位置付けが優先することか確認された。二重窓についても寒冷地

での普及率の高さか顕著であるか市街地周辺部への普及にとどまっている実態があきらか

である。温度調節方法についても同様に地域差か顕著であり、北海道におけるこたつ利用

の低さおよび睡眠時のストーブ利用率の高さか前述の結果を裏付けている。東北■北陸は

こたつ十ス1, _ブ併一用暖房、関東以西はこたつまたli スト-ブの単独暖房である点か特徴

的である。寒さに対する抵抗力との関違では「寒さに弱い」場合に防寒対策に対する積極

的姿勢か認めら’れるものの、夏季同様寒さを当然のこととして受け止める傾向は変わらな

い。今後、快通暖房と重ね着習慣の不適応aど高齢者独自の検it課題となろう。
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目的：本報では若年者層の結果を報告すると共､に高齢者との比較検討を行った。

方法:|第１報|と同じである|。比較対象者としての若年者層は、高齢者と同じ地域|に住む大

学生であり、夏期、男性538女性5 62、冬期、男性525女性588の有効票を得た。

結果：就寝時刻は両期十を通して○時以降、起床1は7-8時台が多く、特に就寝時刻では高齢者

と比べ著しい遅れが認められる。活動について、気分良く動けるのは「午後の方である」

としているものが多いのも就寝時刻の影響が大いに考えられる。　トイレ回数ではほとんど

が「起きない」としているに対し、高齢者はその回数が多い。また、ベッド使用は約半数

である。入浴回数は、両者との間に大きな差はないが、夏期においては朝の洗髪のせいか

女子学生の約2o罵が「２回」と多い。入浴時間は冬期、両者とも長くなるが、特に女子学生

の増加が顕著である。

　住みごこちについては、夏期で「暑いがこんなものと思う」が過半数を占め「住みにく

い」、「比較的涼しい」が各々約2 0％を占める。それに対し、高齢者では「住みにくい」

が少ない。冬期では、　ｒ寒いがこんなものJ が最も多く過半数を占め、次いでｒ比較的暖

かい」と感じている。その点、高齢者は「暖かい」という申告も見られ、暑さ、寒さに対

する反応は、若年一層の方が忍耐強くないせいか、鋭敏にとらえていると言えよう。自己申

告による体力判Sf it、実態は別にして若者の方が弱い傾向にある。持病、自覚症状につい

ては大半は「なし」であるが、自覚症状で男性の腰いた、女性の手足の冷え・腰いた・肩

こりゃ痛みが若干みられ、冬には、女性の場合その割合が多くなる傾向にある。


